
水
 
徳
 

五
 
則
 

一
、
淡
々
無
味
な
れ
ど
も
、
真
味
な
る
も
の
は
水
な
り
 

一
、
他
の
汚
れ
を
洗
い
、
清
濁
合
わ
せ
容
る
る
の
量
あ

る
も
の
は
水
な
り
 

一
、
無
事
に
は
無
用
に
処
し
て
悔
え
ず
、
有
事
に
は
百

益
を
尽
く
し
て
功
に
居
ら
ざ
る
も
の
は
水
な
り
 

一
、
境
に
従
つ
て
百
在
に
流
れ
、
常
に
低
き
に
つ
き
、
 

地
下
に
あ
リ
て
万
物
を
生
成
化
育
す
る
も
の
は
水

な
hノ
 

一
、
大
川
ど
な
り
大
海
ど
な
り
雲
雨
氷
雪
ど
な
り
、
形

は
万
変
す
れ
ど
も
そ
の
性
を
失
わ
ざ
る
は
水
な
り
 

水
道
週
間
 
六
月
一
日
 
ー
 
六月
七
日
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（住民登録による 昭 43. 6. 1 現在） 

ノ
、
、
 

＜市長が巡回に多忙＞ 

ことしも史上空前の収か 

（順調に進む田植え） （共同炊事は特においしい） 

家
庭
の
日
 

一
家
の
笑
顔
 

灯
を
囲
む
 

い
そ
が
し
い
父
も
 

輪
に
な
る
 

家
庭
の
日
 

タ
食
に
話
も
心
も
 

ま
ん
ま
る
く
 

」
よ
 

月
 

A
フ
 

16日が 
家庭の日です 

（桜田地区にて ） 

!
 

昭和33年9月1日第三種郵便物認可 

報
 

広
 

市
 

原
 

所
 

五
 

田
植
え
順

調
に

進
む
 

心
配
さ
れ
た
地
震
の
被
害
、
 

人
手
不
足
、
苗
不
足
を
克
服
し

て
、
田
植
え
は
急
ビ
ッ
チ
に
は

か
ど
つ
て
い
ま
す
。
 

早
植
え
 

を
 
健
苗
の
植

え
つ
け
は
 

多
収
の
も

と
と
、
こ

と
し
・
も
、
 

大
豊
作
を

め
ざ
し
て

田
植
え
す

る
手
も
，
 

心
な
し
か

は
ず
む
よ

う
で
す
。
 

五
月
二
十

三
日
、
市

長
が
市
内

全
域
を
一

巡
激
励
し

ま
し
た
が

や
が
て
、
 

み
ご
と
な

青
田
に
生

ま
れ
か
わ

る
こ
と
で
 

し
よ
う
。
 

共

同
炊

事
で
 

作
業

を
合
理

化
 

人
手
不
足
を
解
消
す
る
に
、
 

各
地
域
で
共
同
作
業
炊
事
が
と

り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
 

助
成
し
て
共
同
炊
事
施
設
を
つ

く
つ
て
い
ま
す
が
、
カ
ロ
リ
ー
 

栄
養
と
も
す
ぐ
れ
た
こ
ん
立
て

の
食
事
に
は
苦
し
い
田
植
え
を

楽
し
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
 

炊
事
係
の
 

主
婦
の
方

々
も
大
ハ

り
キ
リ
で

す
。
 

市
で
は
こ

う
し
た
施

設
が
数
多

く
つ
く
ら

れ
る
こ
と

を
指
導
し

て
い
ま
す
 

季
節
保
育
所
開
設

で
 

安
心
し

て

田
植
え
 

一
家
が
総
出
の
田
植
え
ど
き

は
例
年
子
ど
も
の
事
故
が
多
く

若
い
お
母
さ
ん
方
は
、
そ
の
心
 

配
で
田
植

《
 

え
す
る
手

も
お
く
れ

が
ち
で
す

こ
の
開
設

に
地
域
の

人
は
「
安

心
し
て
働

け
る
」
と

大
歓
迎
で

す
。
 

昭和 43 年 6 月 5 日発行 	第 191 号 

毎月 5. 1 5. 25 日 発行 	一部 2 円 

発行所 五所川原市役所 

‘ 	 津 「Jリ承“ 	 中鵬 

（水野尾季節保育所で） 

市
で
は
、
こ
と
し
も
助
成
金

を
出
し
て
開
設
を
す
す
め
た
と

と
こ
ろ
、
水
野
尾
（
六
十
名
）
、
 

戸
沢
（
四
十
名
）
、沖
飯
詰

（
四

十
名
）
、川
山
（
三
十名
）
の
四

か
所
が
、
五
月
十
三
日
か
ら
六

月
三
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
“
 

促
成
野

菜
栽
培
熱

た
か
ま
る
 

水
田
地
帯
に
お
け
る
余
つ
た

労
力
を
生
か
し
て
、
ビ
ュ
ー
ル

ハ
ウ
ス
利
用
の
野
菜
栽
培
は
、
 

静
か
な
ブ

ー
ム
を
よ
ん
で
い
ま

ー
 

す
。
 五
所
川
原
野
菜
研
究
会
で

は
市
内
で
の
野
菜
の
確
保
と
出

稼
ぎ
の
な
い
生
活
設
計
を
め
ざ

し
て
、
市
か
ら
助
成
を
う
け
て

研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

た
ま
た
ま
、
田
植
え
激
励
中

の
市
長
が
桜
田
支
部
を
訪
れ
、
 

会
員
か
ら
、
く
わ
し
い
説
明
を

き
き
ま
し
た
。
 



こ
、
 

（一瞬ノ家に居たレミさんを生埋めにした大きな山崩れ） 

② 
市政ニユース 

地震驚翼聾島に大わらわ 
市、被害調査・集計 お わ る 

部 本 
（五戸町行方不明者捜 さ く 

市
地
震
対
策
本
部
で

は
、
こ

の
た
び
の
地
震
被
害
に
つ
い
て

地
域
の
申
告
、
調
査
に
も
と
づ

き
，
五
月
末
日
現
在
で
次
の
と

お
り
の
被
害
総
額
を
発
表
、
関

係
市
町
村
と
と
も
に
、
早
速
復

旧
へ
の
陳
情
を
開
始
し
ま
し
た
 

被

害
概
況
 

死
傷
者
 
な
し
 

被
害
総
額
 
一
億
三
千
九

百
八
十
二
万
三
千
円
 

①
公

共

施

設
 

市
庁
舎
、
水
道
管
漏
水
、
市

道
地
す
べ
り
、
地
割
れ
、
市

営
住
宅
、
学
校
施
設
な
ど

に

八
百
五
十
一
万
四
千
円
、
 

③
農

業

施

設
 

溜
池
、
水
路
、
揚
水
機
、
農
 

道
、
倉
庫
な
ど
に
、
 一
億
一

千
八
百
七
十
一
万
円
 
 

③

商

工
関

係
 

商
品
の
陳
列
品
な
ど
に
、
三
 

千
六
百
四
十
万
円
 

④

一
般

家
屋
 

土
蔵
、
ブ
ロ
ツ
ク
塀
、
神
社
 

鳥
居
な
ど
に
、
五
千
三
万
円
 

市
議
員

団
 

被
害
個

所

調
査
 

五
月
二
十
九
日
、
市
議
会
議

員
十
名
の
一
行
は
、
関
係
各
課

長
を
同
行
し
て
、
溜
池
、
道
路

水
源
地
、
民
家
そ
の
他
公
共
施

設
な
ど
を
く
わ
し
く
視
察
調
査

し
被
害
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

市
議
員

五
戸
町

で

行
方
不
明

者
の

捜
さ

く
を
手
伝
う
 

三
十
日
、
市
の
マ
イ
ク
ロ
パ

ス
に
分
乗
し
た
泉
谷
市
議

を
団
長
と
す
る
市
議
団
、
 

の
十
一
名

（
泉
谷
、渋
谷

高
満
、
小
田
桐
、
寺
惣
、
 

神
、
前
田
、
小
野
、
石
岡

浅
川
、
長
尾
の
各
議
員
）
 

市
役
所
側
か
ら
は
、
中
谷

収
入
役
、
議
会
事
務
局
職

員
、
消
防
署
員

（
九名
）
 

広
報
班
の
一
行
ニ
十
三
名

は
、
小
雨
の
午
前
六
時
、
 

市
役
所
前
を
出
発
、
五
戸

町
志
戸
岸
の
山
崩
れ
に
よ

る
、
行
方
不
明
者
の
捜
さ

く
を
す
る
に
、
作
業
衣
に
 
 

腰
弁
当
．
手
に
ス
コ
ツ
プ
を
持

参
し
て
現
地
に
到
着
、
雨
と
汗

と
泥
の
一
日
を
奉
仕
し
ま
し
た

現
場
は
、
想
像
以
上
の
も
の

で
山
頂
か
ら
長
さ
七
、
八
百
メ
 

ー
ト
ル
、
巾
三
、
四
百
メ
ー
ト

ル
に
も
わ
た
り
捜
さ
く
は
難
行

し
て
い
ま
す
が
そ
の
他
の
奉
仕

隊
も
加
わ
り
、
必
死
の
作
業
が

つ
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
行
方

不
明
者
赤
坂
レ
ミ
さ
ん
 （
3
3)
 

は
残
念
な
が
ら
発
見
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
赤
坂
さ
ん
は
じ

め
地
元
の
方
々
に
は
、
大
い
に

感
謝
さ
れ
て
帰
り
ま
し
た
。
 

十
和
田
市
へ

は

技
術
者
を
派
遣
 

十
和
田
市
で
も
こ

の
た
び
の
地
震
の
被

害
は
大
き
く
、
主
個

所
だ
け
で
も
十
億
円

に
の
ぼ
つ
て
い
ま
す

農
業
関
係
の
調
査

復
旧
に
つ
い
て
の
技

術
者
の
応
援
を
要
請

さ
れ
た
当
市
で
は
、
 

斎
藤
広
光
係
長
（
農

商
課
）
を
長
に
、
三

上
栄
一

（
都計
課
）
 
 

境
谷
定
雄
（
建
設
課
）
 
の
三
名

を
二
十
二
日
か
ら
三
十
日
ま
で

長
期
派
遣
し
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
任
務
を
果
し
て
帰
庁
し
ま

し
た
。
 

救

援
募
金
活

動
 

こ
れ
ま
で
に
、
各
学
校
、
婦

人
会
、
町
内
会
、
篤
志
家
た
ら

に
よ
る
義
援
金
は
、
ぞ
く
ぞ
く

現
地
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
が

婦
人
民
生
委
員
の
方
々
も
．
一
一

十
九
日
、
街
頭
募
金
に
た
ち
、
 

二
万

一
千
円
を
直
ち
に
現
地
に

送
り
ま
し
た
。
 

（倒壊した梅田熊野神社大鳥居） 

（募金する石田，寺田甫り田、中田の婦人民生委員） 



交通災害共済、各団体へ呼びかけ 

平和町で 309名加入 

交
通
事
故
防
止
に
 

市政ニユース ③
 

み

ん
 

こ
の
ご
ろ
交
通
事
故
が
ふ
え

て
い
ま
す
．
被
害
者
は
も
と
よ

り
、
加
害
者
も
、
家
族
ま
で
も

悲
し

い
思
い
を
さ
せ
ら
れ
ま
す

と
く
に
、
最
近
の
事
故
の
う
ち

歩
く
人
に
責
任
の
あ
る
事
故
が

め
だ
つ
て
ふ
え
、
運
転
者
ば
か

り
を
責
め
ら
れ
な
い
事
故
も
あ

り
、
み
ん
な
で
交
通
規
則
を
守

つ
て
、
事
故
が
起
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
 

五
所
川
原
署
管
内
こ
と
し

一

月
一
日
か
ら
五
月
二
十
六
日
ま

で
の
事
故
件
数
は
六
十
九
件
、
 

う
ち
死
亡
老
五
名
、
負
傷
者
八

十
名
で
す
．
 

＠
歩
行
者
安
全
通
行
十
か
条

①
 
右
側
の
端
を
歩
き
ま
し
よ
 

上
ノ
。
 

②
 
必
ず
横
断
歩
道
を
歩
き
ま

し
よ
う
。
 

③
 
横
断
す
る
と
き
は
、
直
角

に
早
く
わ
た
り
ま
し
よ
う
。
 

④
 
幼
児
を
右
側
に
し
て
歩
き

ま
し
よ
う
。
 

⑤
 
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
は
必

ず
歩
道
を
歩
き
ま
し
よ
う
。
 

⑥
 
道
路
に
い
き
な
り
飛
び
出

す
こ
と
は
や
め
ま
し
よ
う
。
 

⑦
 
道
路
で
は
遊
ば
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
 

⑧
 
車
の
す
ぐ
前
、
後
を
横
切

ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
よ
う

⑨
 
幼
児
は
保
護
者
が
手
を
引

い
て
歩
き
ま
し
よ
う
。
 

⑩
 
児
童
、
幼
児
が
歩

い
て
る

と
き
は
、
保
護
し
ま
し
よ
う
 

O
自
動
車
安
全
運
転
十
か
条
 

①
 
歩
行
者
優
先
、
歩
行
者
の

保
護
に
徹
し

ま
し
よ
う
。
 

③
 
飲
酒
運
転
は
、
ぜ

つ
た
い

に
や
め
ま
し
よ
う
。
 

一
③
 
速
度
と
積
荷
の
制
限
を
守

り
ま
し
よ
う
。
 

④
 
無
理
な
追
越
し
、
割
り
こ

み
は
や
め
ま
し
よ
う
。
 

⑥
 
一
時
停
止
は
、
骨
惜
し
み

し
な
い
で
励
行
し
ま
し
よ
う
 

な

で

協

力
を
 

⑥
 
必
要
な
徐
行
は
た
め
ら
わ

ず
に
励
行
し
ま
し
よ
う
。
 

⑦
 
踏
切

の
安
全
確
認
は
必
ず

実
行
し
ま
し
よ
う
。
 

⑧
 
交
差
点
で
は
、
正
し
い
方

法
で
通
行
し
ま
し
よ
う
。
 

⑨
 
仕
業
点
検
、
積
荷
点
検
は

必
ず
行
な
い
ま
し
よ
う
。
 

⑩
 
過
労
運
転
は
、
ぜ
つ
た
い

や
め
ま
し
よ
う
。
 

一
日
一
円
保

険
の
交
通
災

害
共
済
組
合
 

市
役
所
入
ロ

の
市
民
相
談
室

で
係
員
が
加
入

者
募
集
に
毎
日

一
生
け
ん
め
い

取
り
く
ん
で
い

ま
す
。
 

と
く
に
五
月

後
半
は
町
内
会

事
業
所
、
各
団

体
に
呼
び
か
け

し
た
と
こ
ろ
、
 

そ
の
効
果
が
と

く
に
あ
ら
わ
れ
 

加
入
者
が
急
激
に
ふ
え
て
、
事

務
局
で
は
文
宇
ど
お
り
う
れ
し

い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
．
 

団
体
加
入
で
主
な
る
も
の
は

五
月
末
日
現
在
で
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。
野
呂
会
長
以
下
役
員

が
精
力
的
に
募
集
し
た
平
和
町

が
三
百
九
名
で

一
番
多
く
、
川

山
中
央
納
税
貯
蓄
組
合
六
十
九

名
、
幾
代
ケ
丘
保
育
園
六
十
五

名
、
東
雲
町
六
十
五
名
、
中
川

新
宮
五
十
名
、
東
町
四
十
名
、
 

岩
喜
商
店
十
名
な
ど
で
す
。
 

緑
の
お

ば
さ
ん
 

一
一名
増
員
 

緑
の
お
ば
さ
ん
は
今
迄
四
名

で
し
た
が
、
今
度
あ
ら
た
に
つ

ぎ
の
二
名
が
増
員
に
な
り
、
児

童
生
徒
の
登
下
校
の
安
全
を
守

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

成
田
あ
ね
さ
ん
 
（
雛
田
町
）
 

藤
田
レ
ツ
さ
ん
 
（岩
木
町
）
 

水
道
は
、
市
民

が
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
営
む
う

え
に
大
切
な
施
設

で
す
。
ま
た
社
会

的
経
済
的
な
活
動

を
助
け
る
に
欠
か

せ
な
い
施
設
で
す

こ
の
機
会
に
も
つ

と
水
道
に
対
す
る

認
識
を
た
か
め
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

◇
当
市
の
水
道
の
あ
ら
ま
し
 

県
下
で
青
森
市
が
一
番
古
く

明
治
四
十
三
年
で
、
当
市
の
水

道
は
こ
れ
に
つ
い
で
昭
和
二
年

に
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
〔
飯
詰
）
 

そ
し
て
合
併
後
、
水
の
需
要
量

が
ふ
え
た
の
で
昭
和
三
十
二
年

に
元
町
浄
水
場
を
つ
く
つ
て
当

時
の
水
不
足
を
解
消
し
ま
し
た

と
こ
ろ
が
、
市
民
生
活
の
近
代

化
に
と
も
な
い
、
水
の
使
用
量

が
急
に
ふ
え
た
こ
と
、
井
戸
水

が
湧
か
な
く
な
つ
た
こ
と
、
水

質
が
悪
く
な
つ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら

五
か
年
計
画
で
、
第
二
次
の
水

道
拡
張
工
事
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
 こ
の
完
成
で
、
給
水
可
能

な
全
市
域
（
七
和
、
長
橋
、
小

曲
は
簡
易
水
道
）
に
水
道
が
ひ
 
 

か
れ
、
ご
不
便
を
解
消
し
、
給

水
人
口
四
万
人
、
給
水
量
一
万

二
千
立
方
米
に
な
り
ま
す
。
 

◇
水
道
の
お
は
な
し

〇
水
道
の
は
じ
め
 

わ
が
国
の
最
初
の
水
道
は
明

治
二
十
年
に
で
き
た
横
浜
の

水
道
で
、
つ
い
で
函
館
で
す
 

〇
水
道
の
水
量
 

全
国
の
一
年
間
の
使
用
水
量

は
、
七
十
億
立
方
メ
ー
ト
ル

で
す
。
 家
庭
の
蛇
ロ
を
全
開

し
て
放
水
す
る
と

一
分
間
に
 

十
八
・
二
立
方
メ
ー
ト
ル
で

約
七
十
三
万
年
か
か
り
ま
す
 

〇
配
水
管
の
長
さ
 

全
国
の
配
水
管
（
十
万
六
千

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
 を
つ
な
げ

ば
地
球
（
四
万
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
 
を
二・
七
周
し
ま
す
。
 

身
障
者
更
生
の
第
 

一
歩
を
踏
み
出
す
 

市
内
湊
工
藤
俊
雄
さ
ん

（
4
2
 

才
）
 は
、
 一
級
の
全
盲
の
人
で

す
が
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
、
 

国
立
函
館
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
 

に
合
格
入
所
以
来
二
か
年
間
、
 

い
ろ
ん
な
困
難
に
5
ち
か
っ
て

按
摩
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
技
術
を

習
得
、
去
る
三
月
国
家
試
験
に

合
格
し
て
、
八
戸
市
に
就
職
が

決
ま
り
ま
L
た
。
 

告
 
ー

ホ
 

五
所
川
原
市
消
防
長
 

沢
 
田
 
長
 
三
 
郎
 

液
化
石
油
ガ
ス
販
売
事

業
の
許
可
申
請
に
係
わ

る
添
付
す
る
意
見
書
の

交
付
に
つ
い
て
 

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確

保
及
び
取
引
き
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律

（
昭和
四
十
一
一

年
十
ニ
月
ニ
十
八
日
法
律
百

四
十
九
）
 
に定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
販
売
事
業
の
許
可
を

う
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
同

法
第
三
条
第
三
項
に
定
め
る

市
消
防
長
の
交
付
す
る
許
可

に
必
要
な
意
見
書
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
 

そ
の
交
付
を
う
け
る
ょ
う
告

示
す
る
 

昭
和
四
十
三
年
五
月
一
日
 

第10回全国水道週間 

B 月 1日へ,6 月 7 日 

（藤田さん） 	（成田さん） 



（ 坂本氏） 

例
年
の
日
本
体
操
祭
五
所
川

原
大
会
は
、
五
月
十
九
日
（
日
）
 

午
前
九
時
か
ら
北
斗
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
約
六
千
名
が
参
加
し

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
ま
ず
佐
々
木
市
長

永
井
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
な
ど
 

老
人
家
庭
奉
仕
員

の
し
ご
と
 

奉
仕
員
と
は
老
衰
、
心
身
障

害
、
傷
病
な
ど
の
老
人
の
方
が

い
て
、
日
常
生
活
を
す
る
の
に

こ
ま
る
低
所
得
の
家
庭
で
あ
つ

て
、
そ
の
家
族
が
養
護
を
行
な

・

え
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
る
家

庭
に
奉
仕
す
る
人
の
こ
と
で
す

食
事
の
世
話
、
洗
濯
、
補
修

掃
除
、
身
の
ま
わ
り
の
世
話
、
 

身
の
上
に
関
す
る
相
談
な
ど
に

応
じ

て
い
ま
す
。
 

市
の
福
祉
事
務
所
に
は
、
一
一

人
の
奉
仕
員
が
い
て
、
こ
う
し

た
方
々
の
た
め
に
働
い
て
い
ま
 

す
。
 

家
庭
児
童
相
談
室
 

が
で

き

ま
し

た
 

児
童
の
問
題
な
ら
、
な
ん
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
 

の
あ
と
、
 

全
員
に
よ

る
第

ー
ーフ

ジ
ォ
体
操

か
ら
始
ま

り
ま
し
た
 

出
場
校

は
、
南
小

の
徒
手
体

操
、
五
小

の
リ
ン
グ

体
操
、
 一

中
の
一
中

体
操
、
五

高
の
集
団

体
操
、
家

政
高
校
の

明
治
百
年

桜
、
栄
中

の
栄
中
体

操
、
五
工

高
の
徒
手
 

体
操
、
そ
 

れ
に
五
所
川
原
婦
人
会
の
お
ど

り
な
ど
が
あ
り
、
小
中
学
校
の

学
校
対
抗
リ
レ

ー
を
最
後
に
、
 

正
午
頃
盛
沢
山
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
閉
じ
ま
し
た
。
 

（
写
真
は
五
工
高
の
演
技
）
 

児
童
の
性
格
的
な
こ
と
、
生
活

習
慣
、
知
能
言
語
、
学
校
生
活

家
族
関
係
、
非
行
、
心
身
障
害

な
ど
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て

応
じ
て
い
ま
す
。
 

相
談
員
の
方
は
二
名
で
、
元

五

一
中
学
校
長
の
工
藤
次
広
先

生
、
元
金
木
中
学
校
長
の
坂
本

庸

一
先
生
で
す
。
相
談
さ
れ
る

方
は
、
市
福
祉
事
務
所
内
の
同

相
談
室
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

投
票
区
を
増
設
 

来
る
七
月
七
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
参
議
院
議
員
選
挙
よ
り

つ
ぎ
の
二
投
票
場
を
増
設
し
ま

す
か
ら
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
利
用
願
い
ま
す
。
 

長

富
集

会

所
 

（
長
 
富
 
地
 
区
）
 

松
 
島
 
会
 
館
 

（
松
島
町
、
田
園
調
布
）
 

各
種

委
員
会
組
織
会
 

◇
市
総
合
開
発
審
議
会
 

会
 
長
 
村

上
 
純
一
 

副
会
長
 

森
 

平
 
内
 

第

一
部
会
 
（
行財
政
）
 

部

会
長
 

高

橋
 
文
治

副
部
会
長
 
飛

島
 
孝

英

行
政
機
構
の
合
理
化
、
健
全

財
政
の
確
立
お
よ
び
行
政
投

資
の
効
率
化
、
市
民
生
活
の

安
定
 

第
二
部
会
 
（
産業
経
済
）
 

部

会
長
 
小

坂
 
源

逸

副
部
会
長
 
中

村
伸
太

郎

近
代
農
業
経
営
、
地
域
拠
点

商
業
、
工
業
の
育
成
誘
致
 

第
三
部
会
 
（教
育
文
化
）
 

部

会
長
 
白

戸
 
為

教

副
部
会
長
 
一
 
戸
 
則
雄

小
中
学
校
の
統
廃
合
と
教
育

効
果
の
向
上
、
社
会
教
育
の

在
り
方
と
文
化
の
振
興
、
青

少
年
の
健
全
育
成
 

第
四
部
会
 
（
都
市施
設
）
 

部

会
長
 
菊
池
 

清
助

副
部
会
長
 
佐
々
木

養
吉

都
市
計
画
、
土
木
交
通
運
輸

等
の
施
設
、
市
街
地
の
土
地

利
用
区
分
お
ょ
び
上
下
水
道

水
路
、
公
園
、
緑
地
の
整
備

◇
市
社
会
教
育
委
員
 

議
 
長
 
阿
部

芳
五
郎
、
 

副

議
長
 
小
山

吉
之
助
 

◇
市
ス
ポ
ー
ッ
審
議
会
 

会
 
長
 
増

田
 
桓
一
 

副

会
長
 

原

田
市
太

郎
 

◇
市
体
育
指
導
委
員
 

会
 
長
 
竹

林
 
順
逸
 

副

会
長
 

鎌
田
嘉

兵
衛
 

◇
市
中
央
公
民
館
 

運
営
審
議
会
 

委
員
長
 
寺

田
孫
】
郎
 

副
委
員
長
 
渋
谷
慎
一
郎
 

◇
市
民
文
化
会
館
 

運
営
委
員
会
 

会
 

長
 

一
戸
 
正
一

副

会
長
 

会

津
健

五
郎
 

日
本
脳
炎

の
予
防
接
種
 

こ
と
し
も
、
お
そ
ろ
し
い
日

本
脳
炎
の
予
防
注
射
を
行
な
い

ま
す
の
で
 
希
望
者
は
申
し
こ

ん
で
く
だ
さ
い
。
 

」
、
対
象
に
な
る
方
 

満
3
才
以
上
小
学
校
児
童
全

員
（
児
童
は
学
校
で申
込
む
）
 

並
び
に
、
満
5
5才
以
上
6
4才

ま
で
の
高
年
令
の
方
 

実
施
期
間
 

六
月
十
七
日
ー
七
月
十
二
日
 

接
種
方
法

七
ー
十
日
間
隔
で
ニ
回
 

料
金
 
一
回
、
百
五
十
円
 

（
生
活保
護
世
帯
者
は
無
料
）
 

申
込
み
期
日
、
場
所
 

昭
和
四
十
三
年
六
月
十
日
ま

で
保
険
衛
生
課
又
は
各
支
所
 

青
年
団
が
稲
苗
を

東

北
町
 
へ
運
ぶ
 

三
十

一
日
、
市
青
年
団
協
議
会

は
地
震
に
よ
る
苗
不
足
で
田
植

え
の
で
き
な
い
東
北
町
へ
市
内

の
各
地
か
ら
苗
を
集
め
て
、
 ー
 

ヘ
ク
タ
ー
ル
 （
一
町
歩
分
、
三

千
五
百
東
）
 
を
トラ
ツ
ク
に
つ

ん
で
出
発
し
ま
し
た
。
品
種
は

ト
ワ
ダ
、
 レ
イ
メ
イ
、
 フ
ジ
‘、
、
 

ノ
リ
で
す
。
 

会
長
の
前
田
清
勝
君
を
先
頭

に
執
行
部
八
人
の
一
行
は
労
力

奉
仕
も
し
て
帰
り
ま
し
た
。
 

ナ

メ
流
し

は
 

や
め
ま
し
よ
う
 

最
近
、
漁
業
協
同
組
合
で
は

河
川
を
利
用
し
て
、
魚

（
コ
イ

フ
ナ
、
ウ
グ
ェ
等
）
 の
増
殖
を

し
て
い
ま
す
が
、
心
な
い
人
達

の
ナ
メ
流
し
や
ゴ
ミ
の
投
い
れ

に
よ
つ
て
、
大
き
な
損
害
を
う

け
て
い
ま
す
。
 

み
ん
な
で
注
意
し
て
、
魚
の

増
殖
と
保
存
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
 

松
島
郵
便
局
開
局
 

六
月
一
日
よ
り
松
島
団
地
 

管
理
事
務
所
内
に
、
松
島
簡
 

易
郵
便
局
が
開
局
し
ま
し
た
 

④ 
市政ニユース 

新緑に 6.000名躍動 
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